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れてきている。
　しかし，現状では，保育所・幼稚園の側の大部
分において，受け入れの意義を十分に把握してい
るとはいえない。家庭科における保育教育，とり
わけ中高生，あるいは小学生を保育の場に受け入
れることは，市民の保育力を育てる教育である。
こうして，親性・親準備性を培われた子どもが親
となれば，批判精神を持ちつつ幼稚園・保育園と
共に子育てをしていこうという視点を持ち，保育
の質向上に寄与するであろう。このような循環関
係を保育者養成課程段階においてもとりあげ，理
解させる必要がある。
　本研究は，以上の問題意識から，家庭科の保育
と保育者養成の保育の接点を考え，保育者養成段
階におけるプログラムを再考することを目的とす
る。
２　本年度の研究実績
　本研究は，本学において 2004 年～ 2009 年の
６年間，毎年開催されてきた「家庭科の保育と保
育者養成の保育をつなぐシンポジウム」を土台に
すすめてきた。このシンポジウムについては，本
年報において毎年その成果が報告されているが，
各回のテーマは以下のとおりである。
　第１回　中・高家庭科における「保育」の評価
を考える
　第２回　中高生の保育実習を考える
　第３回　「親性準備性教育」について考える
　第４回　中高生とのふれあいは乳幼児に何をも
たらすか
　第５回　親と共に進める保育の創造―親理解と
家族援助のあり方をめぐって
　第６回　少子化対策，急がば回れ！―家庭科と
保育実践の結合が鍵
　本年度はこれらのシンポジウムの成果をまと
め，そこから今後の課題を抽出することに力を注
いだ。具体的には，シンポジウムの記録テープを
起こし，読み込み，現時点で保育者養成の立場か
ら，家庭科教育との結合にどのような意味がある
かを討論してきた。現在，シンポジウム記録を文
章化し，これらを補足修正・再構成して公刊すべ
く準備中である。
　今後，保育者側の中高生受け入れへの関心と指
導力の向上が必要である。本研究の今後の課題と
しては，保育者養成教育におけるカリキュラムに
その点での内容を盛り込む提言をまとめることを
めざす。その前提として保育所・幼稚園の受け入
れ状況の実態調査や，保育者の意識調査を実施
し，問題点を明らかにしていきたい。
「三層構造の歴史的意義と今後の可能性」
－附属白梅幼稚園の実践との関連から
保育科　花原　幹夫
　本研究の目的は，久保田浩氏の三層構造論の歴
史的意義と今後の可能性について，白梅学園大学
附属白梅幼稚園（以下，附属白梅幼稚園と略記）
の実践等と関連づけながら，検討をしていくこと
である。本研究は，「保育構造研究会」に所属す
る教員によって構成されている。構成教員は，金
田利子，高田文子，瀧口優，鈴木慎一朗，花原幹夫，
川喜田昌代である。この研究会は，保育の構造に
ついて広く学びたいという意識の基に，2006 年
4 月 25 日に発足した組織である。これまでに，
文献購読，講師を招聘しての勉強会等を通して，
研究の基礎を築いてきた（「研究年報」№ 12：
2007 年，№ 13：2008 年，№ 14：2009 年に掲載）。
　2010 年度の研究申請申請書では，以下の 4 点
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の研究課題を挙げた。①附属幼稚園の保育実践の
検討。②三層構造における歴史的意義。③三層構
造における今日的な課題。④国際的視野からみた
三層構造。これら 4 点の課題すべてを解決するこ
とはできなかったが，2010 年度に重点的に取り
組むことができた課題は，2009 年度と同様に，
上記の①と②についてである。具体的には，計 8
回の研究会を開催して諸課題の検討を行っていっ
た。以下に回数と検討概要を記す。
　第 1 回（5/11）…教育・福祉研究センターの
研究申請についての検討と，奈良吉城（よしき）
プランの検討を行った。第 2 回（7/20）…構造
研の研究成果のまとめ冊子作成について，全体的
な内容の構成等の検討を行った。第 3 回（9/28）
…前回に引き続き，まとめ冊子の作成について，
全体的な内容の構成，原稿の検討等を行った。第
4 回（11/2）…前回に引き続き，まとめ冊子の作
成について，全体的な内容の構成，原稿の検討等
を行った。第 5 回（12/7）…前回に引き続き，
まとめ冊子の作成について，内容の構成，原稿の
検討等を行った。具体的には，4 年間の活動経過
と，田中まさ子氏の講演のまとめについての検討
を行った。第 6 回（2010/1/20）…前回に引き続
き，まとめ冊子の作成について，内容の構成，原
稿の検討等を行った。具体的には，まえがきと木
下龍太郎氏の講演のまとめについての検討を行っ
た。第 7 回（2011/3/4）…前回に引き続き，ま
とめ冊子の作成について，内容の構成，原稿の検
討等を行った。具体的には，久保田浩氏の講演の
まとめと，全体的な内容の再検討を行った。第 8
回（2011/3/28）…前回に引き続き，まとめ冊子
の作成について，内容の構成，原稿の検討等を行っ
た。さらには，この研究会の今後のあり方，方向
性等の検討を行った。
　2010 年度に取り組むことができなかったいく
つかの課題については，今後，継続的に研究をし
ていく予定である。
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